　　概　要

１　漁獲数量及び金額

　平成１７年１０月に本県に水揚げされた漁獲数量は３５，６１３トン、漁獲金額は　　　　５７億７，０９４万円となった。前年同月と比べると漁獲数量で７，９２８トン（２９％）の増、漁獲金額では１１億９，３４５万円（１７％）の減となった。

（1） さば

漁獲数量は１３，５４２トンで前年同月と比べ１２，０７９トン（８２６％）、漁

獲金額は５億１，０８８万円で前年同月と比べ３億１，６００万円（１６２％）の増であった。

　（２）するめいか（近海・生、近海・船凍）

するめいかの近海の生の漁獲数量は９，５３８トンで漁獲金額は２３億３，３３０万円であった。一方、近海の船凍の漁獲数量は４，３７５トン、漁獲金額は１１億１，１０８万円であった。

近海生、近海船凍、海外のするめいかの漁獲数量は１３，９１２トンで昨年同期の２％の増、漁獲金額は３４億４，４０８万円で昨年同月の１７％の減となった。

　（３）あかいか（海外）

　　　　漁獲数量は１，９４０トンで漁獲金額は１億５，７０６万円あった。

近海のあかいか漁は皆無状況であった。

前年同月と比べ海外あかいかの漁獲量は３，５５６トン（６５％）で、漁獲金額は漁獲量はと３億４，９２１万円（６９％）の減となった。

３　市町村別漁獲数量及び漁獲金額

　（１）漁獲数量

　　　　市町村別にみると、八戸市が３０，５８１トンで最も多く、次いで東通村、三沢市、六ヶ所村、深浦町（岩崎地区除く）となっている。

　（２）漁獲金額　

　　　　市町村別にみると、八戸市が３９億８，１６５万円で最も多く、次いで東通村、大間町、三沢市、六ヶ所村となっている。








































